
―人口減少社会を生きる―
文化遺産の現在と未来

気軽にコミュニティカレッジ in 内子
シンポジウム

■開会挨拶　林 純司　内子町教育委員会 教育長　
　　　　　　徐 祝旗　愛媛大学社会共創学部 学部長
■来賓挨拶   小野植正久　内子町 町長
■趣旨説明　井口 梓 （愛媛大学社会共創学部副学部長 ・ 社会連携推進機構地域共創研究センター副センター長）
■研究発表
　渡邉敬逸 （愛媛大学社会共創学部 ・ 社会連携推進機構地域協働センター南予）
　　　「人口減少との関係から考える文化遺産のゆくえ ： 愛媛県を事例として」
　大本敬久 （愛媛県歴史文化博物館）
　　　「VUCA 時代の無形文化遺産―文化が新たな地域に果たす役割―」
　村上恭通 （愛媛大学先端研究 ・ 学術推進機構アジア古代産業考古学研究センターセンター長）
　　　「文化遺産と人口減少社会の将来－なぜ今、 議論するのか－」
■総合討論 ・ 質疑応答　コーディネーター ： 井口 梓

月 日
（木）

17:30 ～ 19:15
内子自治センター

　文化遺産とは、 地域またはコミュニティの歴史 ・ 伝統 ・ 文化を集約した象徴的な
存在であり、 そこに属する人々にとって何ものにも代え難い誇りです。 同時に、 情
報を共有すれば他地域の人々をも感動させる価値を持っています。 しかし、 その将
来は必ずしも明るいとは言えません。 本シンポジウムでは、 人口減少によって危機
に瀕する文化遺産の現状や課題を議論するとともに、 予測不能な現代社会にこそ必
要な 「文化とともに歩む未来」 について考えます。

【会場参加定員】先着 50 名（右記QRコードより事前申込）
　　　　　　　  申し込み期限 2023 年 12 月 15 日（水）
【参加費】500 円（現地支払い）

【問い合わせ】内子町教育委員会 自治学習課　0893-44-2114

【申し込みはこちら】
「挑戦的萌芽研究 22K18488」
を使用しました

【共催】 気軽にコミュニティカレッジ in 内子懇話会 ・ 内子町教育委員会
　　　　　　　　　 愛媛大学社会連携推進機構地域共創研究センター ・ 愛媛大学社会共創学部


